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     ベンチャービジネス「株式会社ガルファーマ」のモデル計画、 

科学技術振興機構（ＪＳＴ）独創的シーズ展開事業「独創モデ 
ル化」における平成１８年度新規採択課題に採用決定 

 
 謹啓 時下ますます御清祥のこととお慶び申し上げます。 
このたび、本学医学部免疫病理学 平島光臣教授が代表取締役を務めるベンチャ 
ービジネス「株式会社ガルファーマ」の新規課題が、科学技術振興機構（ＪＳ 
Ｔ）の独創的シーズ展開事業「独創モデル化」における平成１８年度新規採択 
課題に採用決定されました。 
 採択となった新規課題は、『「乳がんホルモン療法効果予知診断」キットの開 
発』で、平成１８年７月から平成１９年３月までの研究期間で、３，０００万 
円の予算が新規決定されました。 
 本事業では、香川大学医学部の技術シーズを用いて、「メニン蛋白質」を検出 
するキットの作成を行います。このキットを用いて、乳がん術後再発防止に広 
く用いられるホルモン療法剤タモキシフェンの効果を阻害する「メニン蛋白質」 
（乳がん細胞の核内に存在する）の発現を解析します。この解析を通じて、タ 
モキシフェン効果予知の可能性を検討いたします。 
 本研究には、香川大学医学部平島教授並びに本学医学部細胞制御医学講座 
山内清明 客員教授、生体分子医学講座 西 望 助手他、東京医科大学、熊本 
大学、名古屋市立大学等が参加いたします。 
 本研究のキット開発を通じて、乳がん組織におけるメニン蛋白質発現解析に 
よるタモキシフェンの効果予知を明示することが期待されます。 
 なお、採択に関する情報は、科学技術振興機構（ＪＳＴ）のホームページ URL  
http://www.jst.go.jp/pr/info/info306/index.htmlに掲載されておりますことを申 
し添えます。 
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